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研究成果の概要（和文）：本研究では、COVID-19パンデミックにより留学生リクルートが困難であったため、大
学生の精神健康および体重に与える影響を調査した。全国4大学の2012-2021年度までの健診データを基に反復横
断研究を実施した結果、パンデミック前と比較してパンデミック後に平均BMIは減少、低体重の割合が増加、過
体重の割合が減少したこと、さらにこれらは男子学生でより顕著であることが明らかになった。体重減少の要因
として、抑うつや不安、ダイエットや強迫的な健康行動、外出制限による生活の乱れ、経済的困難が考えられ
た。これらの結果は、パンデミックが大学生の健康と生活習慣に深刻な影響を与えたことを示唆している。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the impact of the COVID-19 pandemic on the mental 
health and weight of college students due to difficulties in recruiting international students. In a
 repeated cross-sectional study based on health examination data from 2012-2021 at four universities
 in Japan, we found a decrease in average BMI, an increase in the proportion of underweight 
students, and a decrease in the proportion of overweight students, which were more pronounced among 
male students than female students, after the pandemic compared to before the pandemic. The results 
also revealed that the average BMI decreased after the study. Factors contributing to the weight 
loss included depression and anxiety, cosmetic dieting, compulsive health behaviors, disrupted 
lifestyles due to restricted outings, and economic difficulties. These results suggest that the 
pandemic had a serious impact on the health and lifestyle habits of college students.

研究分野： 精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、COVID-19パンデミックが大学生の体重に与える影響を明らかにし、適応支援策の検討に役立つデータ
を提供した。特に外国人留学生は、文化や言語の壁に加えて、パンデミックのストレスにも直面しやすいことが
予測される。研究結果を基に、留学生を含む大学生を効果的にサポートするために、メンタルヘルスケアの充
実、健康診断データを活用した低体重学生への早期介入と予防策、経済的困窮学生への支援策の強化により、学
生の多様なニーズに対応した包括的な支援体制が構築され、健全な学習・生活環境の提供が可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、グローバル化に伴う大学機関の国際化を背景に外国人留学生の数が急増している。留学

生の多くは不安と精神的動揺が特徴とされる疾風怒濤の青年期にあり、学業に加えて異文化環
境からのストレスによる不適応や精神疾患の発症、さらには自殺が大きな問題となっている。受
け入れ側である日本の大学においては、こうした留学生の精神的不調の予防および精神疾患の
早期発見と早期介入を目指した支援体制の構築が急務である。一方、個人的・社会的価値観が多
様化する現状の中、留学生の置かれた環境と個人特性の把握は適切な支援を講じる上で必要不
可欠である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、当初、多様化する留学生の個人特性を捉え、さらに留学生を取り巻く環境変化お

よび精神医学的観点を含めた社会心理的状態像を縦断的に評価し、不適応状態と関連する性格
特性や精神状態、生活環境因子を時間経過を踏まえて同定することで、適応過程に沿った支援体
制の整備を目的とした。しかし、COVID-19 の急激な感染症拡大により本研究の対象である留
学生の多くは来日の延期、中断を余儀なくされた。また、修学環境が感染動向により流動的であ
り、安定した研究条件が確保でき、本研究を計画通り実施することは困難となった。COVID-19
の状況において精神疾患の悪化や発症が報告されており、感染拡大により大学生は社会的孤立、
授業カリキュラムの混乱、研究活動、卒業、就職に関する不安、家庭の収入やアルバイトなど経
済的影響への心配など、多くのストレスを経験している。そのため、大学生は COVID-19 の影
響により精神不調を来す危険性が高いと考えられる。加えて、言語や文化の異なる環境に置かれ
た留学生においては、さらにこのような社会的変化の影響を受けやすいことが予測される。くさ
れている。留学生に限らず COVID-19 の影響により大学生が不調をきたす要因を探ることが、
留学生支援に繋がると考えられた。COVID-19 パンデミックは、世界中でさまざまな精神健康
上の問題を引き起こした。若年層においては摂食障害患者の急増が報告され、休校や外出自粛に
よる対人交流の減少など、通常生活が妨げられたことが要因の一つと考えられている。このよう
な COVID-19 パンデミック下での若年層の摂食障害増加の現象はごく一部で起きているだけな
のか、若者全体でも同様の傾向があるのかは不明であった。 
そこで、我々は、一般人口における COVID-19 パンデミックの影響を調査するため、大学入学

生、特に摂食障害の有病率の高い女子学生の体重が減少している、という仮説を立て、COVID-
19 パンデミックが日本の大学生の体重に与える影響について検討した。 
 
３．研究の方法 
 全国 4 大学（福井大学、大阪大学、広島大学、九州大学）の入学生を対象とした過去 10 年間

（2012 年度-2021 年度）の 24 歳以下の新入生における健康診断データを基に反復横断研究を行
った。 
主要および副次的評価項目はそれぞれ、低体重（BMI＜18.5）および過体重（BMI≧25）の学

生の割合、平均 BMI の COVID-19 の流行による変化とした。解析には分割時系列デザイン(ITS : 
Interrupted Time Series)を用いた。 
 
４．研究成果 
 COVID-19 パンデミック前と比較して COVID-19 パンデミック後に、低体重の割合は増加し
（図 a）、過体重の割合は減少した（図 b）。また、平均 BMI は減少した（図 c）。さらにこれらは
女子学生より男子学生でより顕著であった。以上より、COVID-19 パンデミックは大学生の体
重減少に影響した可能性が示唆された。(Okazaki et al., Psychiatry Clin Neurosci, 2023) 
 
 



図 a.低体重（BMI＜18.5）の割合                  図 b.過体重（BMI≧25）の割合    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 c.平均 BMI 
 
体重減少の要因として、抑うつや不安、美容目的のダイエット、強迫的な健康行動、外出制限

による生活の乱れ、経済的困難が考えられた。これらの結果は、パンデミックが大学生の健康と
生活習慣に深刻な影響を与えたことを示唆している。 
  
COVID-19 パンデミックが大学生の体重に与える影響を明らかにし、適応支援策の検討に役立

つデータを提供した。特に外国人留学生は、文化や言語の壁に加えて、パンデミックのストレス
にも直面しやすいことが予測される。研究結果を基に、留学生を含む大学生を効果的にサポート
するために、メンタルヘルスケアの充実、健康診断データを活用した低体重学生への早期介入と
予防策、経済的困窮学生への支援策の強化により、学生の多様なニーズに対応した包括的な支援
体制が構築され、健全な学習・生活環境の提供が可能となる。 
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